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第
ûÿ
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会
が
十
一
月
二
十
二

日
、
富
山
県
Ｊ
Ａ
会
館
８
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
出
席
し
て
、
富
山

県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
来
年
度
か
ら
の
中

期
３
カ
年
の
重
点
課
題
や
基
本
方
針
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
伊
藤
孝
邦
Ｊ
Ａ
富
山
中
央
会

会
長
が
『
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
共
通
の
組
織
・
運

営
原
則
で
あ
る
Ｊ
Ａ
綱
領
の
理
念
を
示
し
た

に
ん
じ
ん
は
、
富
山
県
の
広
域
産
地
形
成
品

目
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
全
域
で
栽
培
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
四
日
、
に
ん
じ
ん
機
械
化
一
貫

体
系
・
ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会
が
水
橋
支
店
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
に
ん
じ
ん
の
栽
培
を
新
た
に

検
討
し
て
い
る
生
産
者
を
対
象
と
し
て
、
管
内

の
生
産
者
等
約
ü÷
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

座
学
研
修
で
は
、
県
広
域
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
副
係
長
・
多
田
希
史
氏
か
ら
「
県
内
に
お

け
る
に
ん
じ
ん
の
機
械
化
一
貫
体
系
及
び
ス

マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
対

策
」
が
説
明
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の
土
井
営
農
企
画

課
長
か
ら
は
「
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
に
お
け
る
広
域

産
地
形
成
品
目
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
」
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、（
株
）
か
な
き
（
水

橋
支
店
管
内
）
の
圃
場
と
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
野
菜

セ
ン
タ
ー
の
に
ん
じ
ん
選
別
場
で
現
地
視
察
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
米
価
の
下
落
や
主
食
用
米
の
生
産
面

積
の
減
少
、
基
盤
整
備
の
要
件
と
し
て
高
収
益

作
物
の
生
産
拡
大
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
、
園
芸
作
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
と
新
規
生
産
者
や
労
働
力
不
足
へ
の
支
援
に

取
り
組
み
、
広
域
産
地
形
成
品
目
の
生
産
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿
」
は
、
Ｊ
Ａ
が

「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
」
と
し
て
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
実
現
を

目
指
す
べ
き
方
向
で
す
』
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

大
会
決
議
で
は
、
前
回
大
会
以
降
３
カ
年
間
、

自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
は
地
域
農
業
を
支
え
、

農
業
者
の
所
得
増
大
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と

と
も
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る

生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
一
翼
を
担
い
、
豊
か
で

く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
、
①
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立
、

②
持
続
可
能
な
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立
と
地

域
の
活
性
化
、
③
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を

支
え
る
経
営
基
盤
の
強
化
、④
「
食
」「
農
」「
地

域
」「
Ｊ
Ａ
」
に
か
か
る
理
解
醸
成
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化
、
の
４
つ
の
柱
を
重
点
と
し

て
取
り
組
む
大
会
議
案
を
起
案
し
、
決
議
さ
れ

ま
し
た

ま
た
、
大
会
に
お
い
て
優
良
生
産
者
・
協
同

組
合
役
員
功
労
（
役
員
）
が
表
彰
さ
れ
、
当
Ｊ

Ａ
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
良
生
産
者
表
彰
】

・
農
事
組
合
法
人

ア
ス
ナ
ロ
小
出
（
水
橋
支
店
）

・
農
事
組
合
法
人

グ
リ
ー
ン
栃
谷
（
南
部
支
店
）
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十
一
月
十
三
・
十
四
日
の
二
日
間
、
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
秋
冬
野
菜
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
朝
市
を
行

い
ま
し
た
。
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
縮
小
又
は
中

止
と
な
る
中
、
組
合
員
の
所
得
の
確
保
及
び
Ｊ
Ａ

の
食
を
提
供
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
収

穫
に
感
謝
を
込
め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は

「
秋
冬
野
菜
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
朝
市
」
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

十
一
月
六
日
・
七
日
の
二
日
間
、
田
尻

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
秋
季
総
合
展
示
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
電
化
製
品
・
農
機
具
・
自

動
車
・
家
具
・
日
用
品
な
ど
が
お
値
打
ち

価
格
で
展
示
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

は
「
秋
季
総
合
展
示
会
」
の
ご
利
用
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対

策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
や
受
付
時
の
検
温
、

手
指
消
毒
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十
一
月
十
六
日
、
富
山
市
役
所
で
富
山
市
農
林

漁
業
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
称
え
る
、

令
和
三
年
度
富
山
市
優
良
農
林
漁
業
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
農
林
漁
業
優
良
生
産
部
門

園
芸
の
部

水
稲
と
切
花
を
中
心
に
３
１
１
・
７
㌃
の
規
模

で
農
業
生
産
を
行
っ
て
お
ら
れ
、
針
原
地
区
の
代

表
的
な
農
業
者
で
あ
り
ま
す
。
切
花
に
お
い
て
は
、

な
の
は
な
農
協
花
き
出
荷
組
合
の
組
合
長
と
し
て
、

同
Ｊ
Ａ
管
内
の
花
き
の
生
産
振
興
や
生
産
者
の
育

成
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
稲
部
門

に
お
い
て
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

圃
場
に
お
い
て
、
富
山
県
の
生
育
観
測
圃
と
し
て

生
育
調
査
の
基
礎
圃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
な
の
は
な
管
内
で
は
、
に
ん

じ
ん
栽
培
が
始
ま
り
今
年
で
４
年
目

と
な
り
、
約
２
５
０
㌃
、
３
経
営
体

が
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
降
雨
等
に
よ
り
播
種
時

期
は
予
定
よ
り
遅
れ
た
も
の
の
、
播

種
後
の
灌
水
が
適
正
に
行
わ
れ
、
発

芽
も
良
好
で
大
変
良
い
で
き
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。

今
年
は
、（
株
）か
な
き（
代
表

金
木
重
三
さ
ん（
水
橋
支
店
管
内
））

の
圃
場
で
に
ん
じ
ん
の
掘

取
り
体
験
が
行
わ
れ
、「
恵

光
学
園
」
の
園
児
や
保
護

者
の
方
々
約
û÷
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

食
農
・
食
育
活
動
の
一

環
と
し
て
、
農
業
や
自
然

と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
や

地
産
地
消
の
推
進
、
生
産

者
と
の
交
流
を
目
的
と
し

て
、
今
回
で
４
回
目
の
企

画
と
な
り
ま
す
。

園
児
達
は
、
生
産
者
の

方
々
や
Ｊ
Ａ
の
職
員
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
「
大
き
い

ね
」「
い
っ
ぱ
い
取
れ
た

ね
」
な
ど
と
楽
し
く
収
穫
体
験
を
し

ま
し
た
。
収
穫
後
は
園
児
か
ら
お
礼

の
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
な
か
な
か
人
を
集
め
た
行
事
が

行
え
な
い
中
、
予
防
対
策
を
講
じ
た

上
で
無
事
に
掘
取
り
体
験
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
多
く
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
（
谷
井
悦
子
部
長
）
で
は
、

昨
年
同
様
に
「
選
べ
る
女
性
部
研
修
ツ

ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。６
つ
の
コ
ー

ス
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
コ
ー
ス
へ
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
発
見
や
仲
間

と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
企
画
し
ま
し

た
。Ａ

・
Ｂ
コ
ー
ス
は
、「
猪
谷
日
帰
り

ツ
ア
ー
」
と
し
、
富
山
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。

Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
は
、「
利
賀
そ
ば
打

ち
体
験
ツ
ア
ー
」
と
し
、
講
師
の
方
よ

り
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
伝
統
料
理
を

学
び
ま
し
た
。

Ｅ
コ
ー
ス
は
、「
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン

グ
講
習
会
」
と
し
、
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

「
い
ろ
は
」
の
中
島
淳
氏
を
講
師
に
迎

え
、
タ
イ
の
伝
統
工
芸
を
学
び
ま
し
た
。

Ｆ
コ
ー
ス
は
、「
こ
ん
な
使
い
方
も

出
来
る
よ
レ
シ
ピ
」
と
し
、
あ
げ
ら
く

天
と
旨
だ
し
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
簡
単
料

理
を
学
び
ま
し
た
。

今
ま
で
の
よ
う
な
皆
で
一
緒
に
で
き

る
活
動
は
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
で
す
が
、

今
で
き
る
事
を
少
し
ず
つ
実
行
し
、
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
秋
季
総
合
展
示
会
」
に
併
せ
て
、
十
一
月
六
日
に
令

和
三
年
度
農
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
、
根
菜
類
・
葉
茎
菜

類
・
果
菜
類
・
い
も
類
等
な
ど
総
数
þü
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

出
品
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
皆
様
方
の

熱
意
や
日
頃
の
栽
培
の
工
夫
等
が
感
じ
ら
れ
、
い
ず
れ
も

甲
乙
つ
け
が
た
い
出
来
栄
え
で
あ
り
、
審
査
に
は
大
変
苦

労
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
生
産
者
の
高
い
栽
培
技
術
に
よ
っ
て
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
栽
培
と
地
域
農
業
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

審
査
は
、
市
場
、
全
農
富
山
県
本
部
、
富
山
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
、
富
山
市
農
業
水
産
課
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
及
び

担
当
職
員
に
よ
っ
て
、
品
種
固
有
の
特
徴
、
品
質
の
揃
い
、

出
荷
規
格
の
遵
守
及
び
締
ま
り
、
光
沢
、
病
害
虫
の
有
無

な
ど
の
観
点
で
行
わ
れ
、
各
賞
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

十
一
月
十
九
日
、
切
花
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は
、

管
内
で
生
産
さ
れ
る
花
き
を
広
く
紹
介
し
、
生
産
者
の
技
術
交
流
と
花

き
の
生
産
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
切
花
øÿ
点
が
出
品
さ
れ
、
い
ず
れ
も
品
質
の
高
い
切
花
で
し
た
。

審
査
は
、
①
切
り
前
の
状
態
②
花
色
の
発
色
状
態
③
全
体
の
草
姿
バ

ラ
ン
ス
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
④
病
害
虫
・
障
害
等
の
有
無
⑤
品
種
特
性
の

有
無
⑥
茎
葉
の
処
理
等
出
荷
技
術
に
つ
い
て
慎
重
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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の
օ
͞
Μ


Ֆ

ධ
ձ
ड

ऀ
の
օ
͞
Μ


Ֆ

ධ
ձ
ड

ऀ
の
օ
͞
Μ

　　　 ళ໊ࢧ ໊　　ࢯ ༁
େ 　 　 ࠜ Ӌޖ ӜλΩࢠ  ࢁ ࢢ  
Ͷ 　 　 ͗ ߹ Ҫɹහࢠ  ࢁ ࢢ  
Ω ϟ ベ π ߹ খྛɹलࢠ શ  
ʹ Μ ͡ Μ ߹ খྛɹलࢠ શ  
ന 　 　 ࡊ ෦ ൧ాɹҰ༤  ۀ ৼ ڵ ձ  
͔ 　 　 Ϳ ߹ খྛɹलࢠ  ۀ ৼ ڵ ձ  
͍  ྨ ෦ ൧ాɹҰ༤  ڠ  
ϒ ϩ ο ί Ϧ ー ߹ দӜɹɹਖ਼  ڠ  

　　　 ళ໊ࢧ ໊　　ࢯ
େ 　 　 ࠜ ೆ෦ ɹ࣏
ന 　 　 ࡊ ߹ ɹਙޫ࡚ࠇ
Ͷ 　 　 ͗ ߹ ɹਙӳ࡚ࠇ
Ω ϟ ベ π ߹ ̞̝ϑΝʔϜ
͔ 　 　 Ϳ Ӌޖ ӜλΩࢠ
ϒ ϩ ο ί Ϧ ー ߹ ༄ݪɹහ࣏
ʹ Μ ͡ Μ Ӌޖ .')（ג）
͞ ͭ · ͍  ෦ ൧ాɹҰ༤

　　　 ళ໊ࢧ ໊　　ࢯ
େ 　 　 ࠜ ߹ ্ాળೋ
ന 　 　 ࡊ ෦ ՈҰࣣࢠ
Ͷ 　 　 ͗ Ӌޖ Ӝɹٛଇ
Ω ϟ ベ π ೆ෦ ࢠلཬेޒ
͔ 　 　 Ϳ Ӌޖ େɹণࢠ
Χ Ϧ ϑ ϥ ϫ ー ߹ দӜɹɹਖ਼
ʹ Μ ͡ Μ த෦ ɹ߂
͔ ΅ ち Ό ෦ ൧ాɹҰ༤
͞ ͱ ͍  Ӌޖ ɹɹࢁ
͔ ͖ ߹ ɹਙޫ࡚ࠇ
Ώ ͣ Ӌޖ Έ͞Λޱࢁ

̏

̎

̍

Ֆධձडऀ

　　　　　໊ डɾछ໊
डऀ໊

ళ໊ࢧ ໊　ࢯ

ۚ
̏

富山ࢢ ϢϦ（νΣβʔϧ） ౦෦ ӻݠഢɹࠤ

̟̖શͱ·ຊ෦ ϋϘλϯ（࿀࢟） ෦ ɹ༃

なのはなڠۀಉ߹ ϑηϯτϫλ ߹ ถࢁɹࢠ

ۜ
９

富山ࢢۀৼڵձ ϢϦ（τϧωυʔϧ） ߹ Ӭɹ੩ࢠ

富山県Ֆ͖ੜٞڠऀ࢈ձ ϢʔΧϦ த෦ ੨ࢁɹѪࢠ

富山ࢢՖ͖ੜٞڠऀ࢈ձ ϋϘλϯ（ΟϯλʔνΣϦʔ） த෦ ௩ຊɹਗ਼৴

富山தԝՖ͖Ԃܳදऔకࣾ ετοΫ（ϨουΧϧςοτ） ߹ ถࢁɹࢠ

なのはなڠՖ͖ग़ՙ߹ ιϥφϜ ߹ ถࢁɹࢠ

なのはなڠՖ͖ग़ՙ߹ খ٠（നๆ） ෦ ؔɹٱඒ

なのはなڠՖ͖ग़ՙ߹ ϢʔΧϦ ߹ ถࢁɹࢠ

なのはなڠՖ͖ग़ՙ߹ ϢϦ（ΠΤϩʔΟϯ） ߹ ถࢁɹࢠ

なのはなڠՖ͖ग़ՙ߹ γϕϥε த෦ ੨ࢁɹѪࢠ

૯ग़数øÿ
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十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
の
二
日
間
、
呉
羽

営
業
所
に
お
い
て
農
機
具
内
見
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
草

刈
機
・
動
力
散
布
機
な
ど
の
果
樹
関
連
の
農
機

具
や
冬
に
向
け
て
除
雪
機
な
ど
が
展
示
販
売
さ

れ
、
組
合
員
の
方
々
は
商
品
の
特
徴
や
作
業
能

力
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
品
定
め
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

十
一
月
十
九
日
、
百
塚
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
東
側
圃
場
で
、ク
ボ
タ
に
よ
る
ト

ラ
ク
タ
実
演
会
が
行
わ
れ
、
管
内
の
生
産
者

ら
約
ú÷
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
実
演
会
で

は
、
溝
掘
機
や
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
、
超
砕
土

成
形
ロ
ー
タ
リ
な
ど
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ク
タ

が
圃
場
に
並
び
、
溝
掘
り
作
業
な
ど
が
実
演

さ
れ
ま
し
た
。
ク
ボ
タ
の
職
員
か
ら
ト
ラ
ク

タ
の
新
機
能
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
生
産
者
ら
は
、
新
機
能
に
よ
る
作
業

効
率
の
向
上
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

呉
羽
営
業
所

呉
羽
営
業
所


ػ
۩
内
ݟ
ձ


ػ
۩
内
ݟ
ձ

Ϋ
Ϙ
λ
τ
ϥ
Ϋ
λ

࣮
ԋ
ձ

Ϋ
Ϙ
λ
τ
ϥ
Ϋ
λ

࣮
ԋ
ձ

ʲ͓͍߹Θͤઌʳͳͷͳڠۀಉ߹　ࡁܦ෦　ੜ׆՝　ి 07�（�38）221�

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

耳
よ
り
情
報
局

2021年7月1日（木）～8月31日（火）
��݄��ʢۚʣ·ͰԆ

宿泊券販売・予約期間

地元で泊まろう！ 
県民割引キャンペーン～もっと愉しもう！
宿泊プラン

地元で泊まろう！ 
県民割引キャンペーン～もっと愉しもう！
宿泊プラン

最大10,000円割引最大10,000円割引最大10,000円割引

もっと ɾϓϨϛΞϜ॓ധ （݊2000ԁ）ΛֹͰൢച
（1ਓ1ധ当たり10ຕ（20000ԁ））

ɾൢച૭ޱ：なのはなࡁܦ　ڠ෦Ͱൢച͍ͯ͠·͢
ɾ1在͋たり30000ԁҎ্ʮϓϨϛΞϜ॓ധ݊

15ຕʯͰࢧ͍Λ͞Εたάϧーϓ（1໊ͰՄ）
ɾ1在͋たり10000ԁҎ্現ۚࢧ͍͞

Εたάϧーϓ（1໊ͰՄ）
1άϧーϓ͋たりɺ5ઍԁ૬当（ૹྉɾ੫ࠐ）の
富山のౙのಛ࢈（৽ञɺւ࢈ɺ࢈なͲ）
ΛϓϨθϯτ（1άϧーϓʹԠื༻1ࢴຕਐఄ）
なのはなڠʹ॓ധΛਃ͞ࠐΕた߹ɾɾɾ
なのはなڠͰ͠·͢
ཱྀؗʹ༧ɺϓϨϛΞϜ॓ധ݊のΈɺなの
はなڠͰߪೖ͞Εた߹ɾɾɾཱྀؗͰ͠·͢

（ୠ͠ɺཱྀ ͕ؗ͜のاըʹࢀՃ͍ͯ͠る߹のΈ）
　ઌணํࣜͰ͢（な͘なり࣍ୈऴྃͰ͢）
ϓˎϨϛΞϜ॓ധ݊Λਫ਼ࢉしͨ場ॴͰします

ɾ富山͓Έ͛Ϋーϙϯ݊の
（1ຕ1000ԁɺ্ 0002ݶԁ）Λ
（ϓϨϛΞϜ॓ധ݊ར༻2ຕ（4000ԁ）ຖʹ
Ϋーϙϯ݊1ຕ（1000ԁ）

1ɺ富山県ຽ（県在ॅऀ）（1໊Ͱར༻Մ）
ಉҰ༧هのதʹ県֎のํ͕͍̤̠ͯ ʹなり·͠た

（ୠ͠ɺ富山県ຽはׂҾ̤̠ Ͱ͕͢ɺ県֎のଞはׂҾෆՄͰ͢）
2ɺ1άϧーϓ4໊༷Ҏ্のਃࠐՄʹなり·͠た

支　　援　　内　　容

ʢྫʣ॓ ധ　20000ԁ
　　ϓϨϛΞϜ॓ധ݊10ຕʢ20000ԁར༻ʣ
　　͓٬༷ෛ୲　10000ԁ

ɾ富山県の॓ധ
00012ܭ߹ԁҎ্のϓϥϯʹݶる

（ͦΕҎԼのྉۚは࠷େ5000ԁׂҾʹなり·͢）

対　　象　　内　　容

対　　　象　　　者

改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版改訂版

ͷ࣮ԋۀ࡞۷Γߔ
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12�10ʦ金ʧ
11ʦʧ
ʦ金ʧʦ金ʧ

11111111
��ɿ��ʙ��ɿ��

ʦʧʦʧ
��ɿ��ʙ��ɿ��

開催日

ۀ࢈ࢁలࣔؗ
ʢςΫϊϗʔϧʣ

場　ॴ

ごདྷ場のօ͞まへ
৽ܕίϩφΠϧεײછ
༧ରࡦ͝ྗڠΛ͓͍ئ
͍ͨ͠·͢
ঢ়況ʹΑりதࢭ·たは༰͕มߋͱなる߹͕
͍͟͝·͢ɻ։࠵ঢ়況はJAશͱ·ϗーϜ
ϖーδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

+"なのはな+"なのはな

ΞάϦϚΠςΟʔۚࢿΞάϦϚΠςΟʔۚࢿ
ถՁԼམなͲ৽ܕίϩφΠϧεײછʹΑΓ
ܦۀӦがѱ化ͨ͠ۀ ɾऀۀ๏ਓがର

ถՁରࡦ
ٸۓࡂ
）　　金ࢿ ）

࣮࣭ۚརෛ୲
̑ ࠷ 間 �̌

อূྉෛ୲
̑ ࠷ 間

θϩ⽏
˞1

�̌ θϩ⽏
˞2

˞1 ͓आೖΕ͔Β࠷5ؒɺ࠷େͰ0.5％·ͰのआりೖΕۚརΛJAόϯΫ͕ॿ͍た͠·͢ɻ
˞2 ͓आೖΕ͔Β࠷5ؒɺ富山県ۀ৴༻ڠۚجձのอূΛར༻͞Εるํʹର͠ɺJAόϯΫ͕0.5％のอূྉΛॿ͠·͢ɻ

ϙΠϯτ�

ϙΠϯτ�

৽ܕίϩφΠϧεײછ
のӨڹʹΑΓܦۀӦの
ѱ化が生ͨ͡ઌのӡసࢿ金

✓�肥ྉɾༀɾࣂྉɾࡐࢿのߪೖ　
✓�ۚのࢧ͍　
✓ आྉのࢧ͍�

ʢྫʣ　ʢྫʣ　

औѻظ ：ؒ20223月·Ͱ

͝ར༻͍͚ͨͩΔํ
Έ͍͓ͪ

͝༥ࢿ݅

͓ਃࠐΈ࣌
ͷཹҙ

ɾ͓ਃࠐΈʹͯ͠ࡍはɺ当JAʹ͓͍ͯॴఆの৹ࠪΛͤ͞
͍ͯた͖ͩ·͢ɻ৹ࠪの݁ՌʹΑͬͯは͝رʹఴ͍
͔Ͷる߹͍͟͝·͢のͰɺ༧Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞

ɾ͝ฦֹࡁのࢉࢼɺۚࢿのৄࡉɺͦのଞ͝ཁʹ͍ͭ
ͯは当̟ ̖の༥ࢿ૭ޱ·Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞

当JAの߹һ（ਖ਼߹һɺ।߹һ）のํɺҰఆの݅Λຬた͢ूམӦ৫等
৽ܕίϩφΠϧスײછʹΑりੜ͓࢈Αͼൢച数量のݮগɺൢച୯ՁのԼ
མ͕ੜ͡たச࢈等のӡసۚࢿ	ංྉɾༀɾࣂྉɾࡐࢿのߪೖඅ等
　
ᶃିग़ํࣜ：ূॻି
ᶄआೖֹۚ：500ສԁҎ
ᶅआೖ࠷：ؒظ５Ҏ（うちਾஔ̎ؒظ Ҏ）
ᶆआೖۚར：0.5％（ݻఆۚར）
ᶇऔѻ2022：ؒظ3月31日࣮ߦ·Ͱ
ᶈ୲อ͓Αͼอূ：富山県ۀ৴༻ڠۚجձのอূΛ͠·͢ɻ
　　　　　　　　　たͩ͠ɺआೖظ １ؒҎのିʹରͯ͠はҙͱ͠ ·͢ɻ

ͳͷͳڠۀಉ߹　ຊళ　༥ࢿӡ༻՝
富山市๛田ຊொ3�1��21　ὸ076�43��2216
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　今年度のコシヒカリの品質は良好でしたが、収量構成要素を見ると、㎡当籾数が多く、着粒過多の傾
向がみられます。しかも、穂数ではなく１穂籾数に依存しており、登熟期間が高温で推移していた場合、
白未熟粒の多発により品質の低下を招いた可能性もあります。
　次年度は、穂数を確保し１穂籾数を適正に誘導することを重点目標として、初期生育の確保、的確な
水管理等による適正な生育量の確保等に引き続き取り組む必要があります。
　また、近年、斑点米カメムシ類が増加しており、２年連続で格下要因の第１位となっています。畦畔
の草刈り等により生息密度の低減を図るとともに、基本防除を徹底することが重要です。

① 初期生育の確保
　 　健苗育成、栽植株数（70/坪）の確保等
② 適正な生育量の確保
　 　地力に応じた基肥の施用、適期の中干し等適切な水管理
③ 登熟期間の稲体活力の確保
　 　葉色に応じた追加穂肥、適切な水管理等
④ 斑点米カメムシ類の生息密度の低減
　 　畦畔等の草刈、本田除草の徹底
⑤ 基本防除の徹底

　次年度も気象変動に打ち勝つ米づくりを目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。
※次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

ʪ報ఏڙ༰ʫ
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
˞ొແྉͰす ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

　本年の富山県産米の作柄は、10月25
日現在で、作況指数99、10ａ当たり収
量515kgとほぼ平年並となりました。
　品質は極めて良好で、ＪＡなのはなの
コシヒカリの１等比率は７年連続で90％
を超える結果となりました。
　なお、うるち玄米の２等以下に格付け
された理由としては、部分カメが43％と
最も多く、次いで除青未熟35％、もみ混
入11％、心白粒４％となっています。

　今年は、田植後５月４半旬～５半旬の寡照により、活着はやや不良で、初期生育は遅れました。６月
に入り天候が回復したことにより、茎数は平年よりやや多く推移し、穂数も平年よりやや多くなりました。
その後、８月中旬以降は低温寡照となったことから、登熟は遅れ、コシヒカリの成熟期は遅くなりました。

　今年は５月下旬に寡照となったことから、初期生育は不良であったものの、６月以降気温が高めに経
過したこともあり、６月中旬以降は多めに推移し、穂数は平年並みになりました。
　㎡当穂数は目標比96％（平年比101％）、一方で１穂籾数は目標比117％（平年比116％）とかなり多
かったため、㎡当籾数は目標比112％（平年比107％）とかなり多くなりました。
　このため、登熟歩合は８月中旬以降の寡照の影響で目標比92％（平年比96％）と低くなったものの、
収量は目標比107％（平年比105％）となりました。

ྩ和̏࢈ถの
ੜҭܦաɺऩ ɾྔ࣭の֓گ

ྩ和̏࢈ถの
ੜҭܦաɺऩ ɾྔ࣭の֓گ

コシヒカリの概況について　～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～3

次年度に向けた課題及び対策4

令和３年産米の作柄及び品質1

気象経過と水稲生育への影響2

ද̍ ྩ̏࢈ถͷ࡞ฑ࣭
作況指数
（10月25日現在） 富山県　99

富山県　５1５㎏

富山県    ９4.8％
JAなのはな ９8.5％

10ａ当たり収量
（10月25日現在）

うるち玄米１等比率
　県： 9月30日現在
　JA：10月29日現在

（1.9mmベース）

ਤ̍ɹ̟̖ ͳͷͳछผ̍ถൺ

ਤ̏ɹᶷͨΓܪͷਪҠ ਤ̐ɹऩྔٴͼऩྔߏཁૉ（対目標比）

ਤ̑ɹ২ີͱ̍ึ佅

※Ｒ3は10月29日現在

１
等
米
比
率
　
％

℃

平均気温

日射量

降水量

６月１～４半旬の高温
　　→生育の遅れがやや回復

気
温

降
水
量
・
日
射
量

５月の４～５半旬の寡照
→初期生育遅延

梅雨（６月13日～７月14日）

コシヒカリ出穂期
８月２日(平年より１日遅い)

コシヒカリ成熟期
９月11日(平年より3日遅い)

8月3～４半旬、９月１～３半旬の低温
→登熟遅延

７月４半旬～8月2半旬の高温
→出穂の早期化、籾殻の肥大

8月３半旬～9月1半旬の寡照
→登熟不良

※……は平年値ਤ̎ɹྩ̏ͷؾܦաʢࢁํؾʣ

ඇৗに͍̍ߴ ൺΛୡ��
དྷߴ࣭ถの҆定ੜ࢈のܧଓΛʂ

ඇৗに͍̍ߴ ൺΛୡ��
དྷߴ࣭ถの҆定ੜ࢈のܧଓΛʂ
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　今年度のコシヒカリの品質は良好でしたが、収量構成要素を見ると、㎡当籾数が多く、着粒過多の傾
向がみられます。しかも、穂数ではなく１穂籾数に依存しており、登熟期間が高温で推移していた場合、
白未熟粒の多発により品質の低下を招いた可能性もあります。
　次年度は、穂数を確保し１穂籾数を適正に誘導することを重点目標として、初期生育の確保、的確な
水管理等による適正な生育量の確保等に引き続き取り組む必要があります。
　また、近年、斑点米カメムシ類が増加しており、２年連続で格下要因の第１位となっています。畦畔
の草刈り等により生息密度の低減を図るとともに、基本防除を徹底することが重要です。

① 初期生育の確保
　 　健苗育成、栽植株数（70/坪）の確保等
② 適正な生育量の確保
　 　地力に応じた基肥の施用、適期の中干し等適切な水管理
③ 登熟期間の稲体活力の確保
　 　葉色に応じた追加穂肥、適切な水管理等
④ 斑点米カメムシ類の生息密度の低減
　 　畦畔等の草刈、本田除草の徹底
⑤ 基本防除の徹底

　次年度も気象変動に打ち勝つ米づくりを目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。
※次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

ʪ報ఏڙ༰ʫʪ報ఏڙ༰ʫ
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
˞ొແྉͰす ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

　本年の富山県産米の作柄は、10月25
日現在で、作況指数99、10ａ当たり収
量515kgとほぼ平年並となりました。
　品質は極めて良好で、ＪＡなのはなの
コシヒカリの１等比率は７年連続で90％
を超える結果となりました。
　なお、うるち玄米の２等以下に格付け
された理由としては、部分カメが43％と
最も多く、次いで除青未熟35％、もみ混
入11％、心白粒４％となっています。

　今年は、田植後５月４半旬～５半旬の寡照により、活着はやや不良で、初期生育は遅れました。６月
に入り天候が回復したことにより、茎数は平年よりやや多く推移し、穂数も平年よりやや多くなりました。
その後、８月中旬以降は低温寡照となったことから、登熟は遅れ、コシヒカリの成熟期は遅くなりました。

　今年は５月下旬に寡照となったことから、初期生育は不良であったものの、６月以降気温が高めに経
過したこともあり、６月中旬以降は多めに推移し、穂数は平年並みになりました。
　㎡当穂数は目標比96％（平年比101％）、一方で１穂籾数は目標比117％（平年比116％）とかなり多
かったため、㎡当籾数は目標比112％（平年比107％）とかなり多くなりました。
　このため、登熟歩合は８月中旬以降の寡照の影響で目標比92％（平年比96％）と低くなったものの、
収量は目標比107％（平年比105％）となりました。

ྩ和̏࢈ถの
ੜҭܦաɺऩ ɾྔ࣭の֓گ

ྩ和̏࢈ถの
ੜҭܦաɺऩ ɾྔ࣭の֓گ

コシヒカリの概況について　～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～3

次年度に向けた課題及び対策4

令和３年産米の作柄及び品質1

気象経過と水稲生育への影響2

ද̍ ྩ̏࢈ถͷ࡞ฑ࣭
作況指数
（10月25日現在） 富山県　99

富山県　５1５㎏

富山県    ９4.8％
JAなのはな ９8.5％

10ａ当たり収量
（10月25日現在）

うるち玄米１等比率
　県： 9月30日現在
　JA：10月29日現在

（1.9mmベース）

ਤ̍ɹ̟̖ ͳͷͳछผ̍ถൺ

ਤ̏ɹᶷͨΓܪͷਪҠ ਤ̐ɹऩྔٴͼऩྔߏཁૉ（対目標比）

ਤ̑ɹ২ີͱ̍ึ佅

※Ｒ3は10月29日現在

１
等
米
比
率
　
％

℃

平均気温

日射量

降水量

６月１～４半旬の高温
　　→生育の遅れがやや回復

気
温

降
水
量
・
日
射
量

５月の４～５半旬の寡照
→初期生育遅延

梅雨（６月13日～７月14日）

コシヒカリ出穂期
８月２日(平年より１日遅い)

コシヒカリ成熟期
９月11日(平年より3日遅い)

8月3～４半旬、９月１～３半旬の低温
→登熟遅延

７月４半旬～8月2半旬の高温
→出穂の早期化、籾殻の肥大

8月３半旬～9月1半旬の寡照
→登熟不良

※……は平年値ਤ̎ɹྩ̏ͷؾܦաʢࢁํؾʣ

ඇৗに͍̍ߴ ൺΛୡ��
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な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
の
う
。
給
与
の

支
払
者
も
①
控
除
額
の
検
算
や
控
除
証
明
書
の

チ
ェ
ッ
ク
が
不
要
②
従
業
員
か
ら
の
問
合
せ
が

減
少
③
書
類
の
保
管
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
事

務
の
省
略
化
に
繋
が
る
よ
う
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
年
末
調
整
の
手
続
き
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
場
合
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
良
い
ん

で
や
ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
年
末
調

整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
」
が
開
設
さ
れ
て
お

る
ぞ
。
熊
さ
ん
、
こ
こ
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
か

ら
、
ご
覧
な
さ
い
。

熊
さ
ん
・
・
動
画
に
よ
る
「
年
末
調
整
の
し
か

た
」
っ
て
の
も
見
ら
れ
る
ん
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
・
・
税
務
署
主
催
で
開
催
し
て
い
た
年
末

調
整
説
明
会
は
、
令
和
３
年
以
降
は
実
施
さ
れ

な
い
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
動
画
は
ùû
時
間
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

か
ら
便
利
で
や
ん
す
ね
。
ま
た
、
誤
り
や
す
い

点
の
チ
ェ
ッ
ク
表
や
Ｑ
＆
Ａ
等
も
あ
っ
て
、
参

考
に
な
り
そ
う
で
や
ん
す
ね
。
な
る
ほ
ど
。
早

速
、
知
り
合
い
に
も
伝
え
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
年
末
調
整
の
し
か
た
や
年
末
調
整
の

電
子
化
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
が
答
え
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
。
そ
れ
以
外
の

様
々
な
国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
も
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
み
る
と
よ
い
ぞ
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡
４
３
２

−

４
１
９
１

（
代
）
※
音
声
案
内
に
従
い「
１
」番
を
選
択
）

で
も
、
詳
し
く
回
答
し
て
も
ら
え
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
し
た
。
と
こ
ろ
で
御
隠
居
、

あ
っ
し
も
早
く
配
偶
者
を
見
つ
け
た
い
で
や
ん

す
。

御
隠
居
・
・
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
相
談
は

受
け
付
け
て
お
ら
ん
が
、
熊
さ
ん
に
も
、
早
く

お
相
手
が
見
つ
か
る
と
よ
い
の
う
。

（
富
山
税
務
署
）

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
、
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
も
う
師
走
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
な
、
12
月
と
い
え
ば
、
年

末
調
整
の
月
じ
ゃ
な
。
一
般
的
に
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
勤
務
先
に
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
等

を
提
出
し
て
年
末
調
整
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
税
額
（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
）
が

確
定
す
る
ん
じ
ゃ
よ
。
令
和
２
年
分
か
ら
、
電

子
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
年
末
調
整
が
可
能
と

な
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
こ
れ
ま
で
書
面
（
ハ
ガ
キ

等
）
で
添
付
し
て
い
た
保
険
料
控
除
証
明
書
等

に
代
え
て
、
保
険
会
社
等
か
ら
交
付
を
受
け
た

電
子
デ
ー
タ
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
へ
え
〜
、
こ
こ
で
も
電
子
化
で
や
ん

す
か
。
難
し
そ
う
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
・
・
国
税
庁
で
は
、
電
子
デ
ー
タ
を
利

用
し
年
末
調
整
手
続
を
簡
便
化
す
る
た
め
の

「
年
末
調
整
控
除
申
告
書
作
成
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
（
年
末
調
整
ソ
フ
ト
）」
を
無
償
提
供
し

て
い
る
そ
う
じ
ゃ
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（IUUQT���X
X
X
�OUB�HP�KQ

）
か
ら
年
末

調
整
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
じ
ゃ
。
ス
マ
ホ
で
も
公
式
ア
プ
リ
ス
ト

ア
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
や

ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
給
与
の
支
払
者
と
従
業
員
の
ど
ち
ら

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
じ
ゃ
よ
。
ま
ず
、
従

業
員
は
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
年
末
調
整
書
類
を
作

成
す
る
た
め
①
控
除
額
等
の
記
入
・
手
計
算
が

不
要
②
万
が
一
デ
ー
タ
を
紛
失
し
た
場
合
、
書

面
と
違
っ
て
再
取
得
が
容
易
③
押
印
も
不
要
と

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

─
年
末
調
整
手
続
き
に
つ
い
て
─

　
私
た
ち
の
病
院
の
特
徴
は
、
ダ
ビ
ン
チ
手
術
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
に

も
全
力
で
治
療
に
あ
た
る
こ
と
で
す
。
ダ
ビ
ン
チ
の
あ
る
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
の
泌
尿
器
科

の
多
く
は
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
を
多
く
は
し
な
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
病
院
情
報

局
（IUUQ���IoTQJB.KQ�EQD

）
で
は
い
ろ
い
ろ
な
病
院
の
手
術
件
数
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
ダ
ビ
ン
チ
以
外
の
手
術
も
す
べ
て
減
ら
す
こ
と

な
く
、
手
術
ま
で
お
待
た
せ
す
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
当
科
の
得
意
と
す
る
疾
患
の
ひ
と
つ
、
前
立
腺
肥
大
症
に
対

す
る
内
視
鏡
手
術
に
は
、
古
く
か
ら
あ
る
経
尿
道
的
前
立
腺
切

除
術
（56

3�1

）
や
比
較
的
新
し
い
各
種
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（171

、$71

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
な
ど
多
数
の
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
病
院
で
お
こ
な
っ
て
い
る
レ
ー

ザ
ー
治
療
は
ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
核
出
術

（)
o-&1

：
ホ
ー
レ
ッ
プ
）
で
す
。
入
院
が
短
く
、
低
侵
襲
で
、

痛
み
が
軽
く
、
根
治
性
に
優
れ
た
手
術
法
で
す
。

　
ご
く
小
さ
な
肥
大
症
の
手
術
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
方
法
の
治
療
成
績
に
大
き
な
差
は
な
い

と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術
に)

o-&1

以
外
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（171

、$71

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
は
不
向
き
で
あ
り
、)

o-&1

が
最
も
優
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の
研
究
で
、
根
治
性
や
治
療
効
果
の
面
で)

o-&1

が
最
も
優

れ
て
い
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
私
た
ち
は)

o-&1

を
標
準
の
手
術
方
法
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は)

o-&1

を
実
施
で
き
る
施
設
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
北
陸
で
は
当
院
を
含
め
て
数

か
所
で
し
か
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
院
以
外
の
北
陸
の)

o-&1

実
施
施
設
で
は
年
間
1÷

－

2÷
件
前
後
（
病
院
情
報
局IUUQ���IoTQJB.KQ�EQD

）
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

)
o-&1

を
技
術
の
習
得
に
は
週
に
１

－

２
件
の
手
術
を
行
い
、
比
較
的
短
期
間
で
ü÷
例
か
ら

１
０
０
例
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
に
１
０
０
例
以
上
の)

o-&1

を
行
っ
て
い
る
病
院
は
当
院
を
含
め
て
日
本
に
1÷
か
所
も
な
く
、
良
い
手
術
で
あ
る
の
に
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
少
な
く
、
技
術
が
普
及
し
な
い
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欧
米
で
は)

o-&1

の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
の
は
年
間
１
０
０
例
以
上
の
件
数
を
お
こ
な
う
医
師
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
幸
い
、
県
内
外
か
ら
通
常
の
肥
大
症
の
手
術
で
は
治
療
が
困
難
な
症
例
を
多
数

ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
数
を
ず
っ
と
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
技
術
の
維
持
、
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
良
好
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
こ
れ
ま
で
約
１
０
０

０
例
の)

o-&1
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
厚
生
連
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
当
科
の
技
術
研
鑽
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
病
院
の
特
徴
は
、
ダ
ビ
ン
チ
手
術
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
に

も
全
力
で
治
療
に
あ
た
る
こ
と
で
す
。
ダ
ビ
ン
チ
の
あ
る
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
の
泌
尿
器
科

の
多
く
は
、
が
ん
以
外
の
疾
患
の
手
術
を
多
く
は
し
な
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
病
院
情
報

局
（IUUQ���IoTQJB.KQ�EQD

）
で
は
い
ろ
い
ろ
な
病
院
の
手
術
件
数
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
ダ
ビ
ン
チ
以
外
の
手
術
も
す
べ
て
減
ら
す
こ
と

な
く
、
手
術
ま
で
お
待
た
せ
す
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
当
科
の
得
意
と
す
る
疾
患
の
ひ
と
つ
、
前
立
腺
肥
大
症
に
対

す
る
内
視
鏡
手
術
に
は
、
古
く
か
ら
あ
る
経
尿
道
的
前
立
腺
切

除
術
（56

3�1

）
や
比
較
的
新
し
い
各
種
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（171

、$71

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
な
ど
多
数
の
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
病
院
で
お
こ
な
っ
て
い
る
レ
ー

ザ
ー
治
療
は
ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
核
出
術

（)
o-&1

：
ホ
ー
レ
ッ
プ
）
で
す
。
入
院
が
短
く
、
低
侵
襲
で
、

痛
み
が
軽
く
、
根
治
性
に
優
れ
た
手
術
法
で
す
。

　
ご
く
小
さ
な
肥
大
症
の
手
術
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
方
法
の
治
療
成
績
に
大
き
な
差
は
な
い

と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術
に)

o-&1

以
外
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

（171

、$71

、
ツ
リ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
は
不
向
き
で
あ
り
、)

o-&1

が
最
も
優
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の
研
究
で
、
根
治
性
や
治
療
効
果
の
面
で)

o-&1

が
最
も
優

れ
て
い
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
私
た
ち
は)

o-&1

を
標
準
の
手
術
方
法
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は)

o-&1

を
実
施
で
き
る
施
設
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
北
陸
で
は
当
院
を
含
め
て
数

か
所
で
し
か
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
院
以
外
の
北
陸
の)

o-&1

実
施
施
設
で
は
年
間
1÷

－

2÷
件
前
後
（
病
院
情
報
局IUUQ���IoTQJB.KQ�EQD

）
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

)
o-&1

を
技
術
の
習
得
に
は
週
に
１

－

２
件
の
手
術
を
行
い
、
比
較
的
短
期
間
で
ü÷
例
か
ら

１
０
０
例
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
に
１
０
０
例
以
上
の)

o-&1

を
行
っ
て
い
る
病
院
は
当
院
を
含
め
て
日
本
に
1÷
か
所
も
な
く
、
良
い
手
術
で
あ
る
の
に
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
少
な
く
、
技
術
が
普
及
し
な
い
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欧
米
で
は)

o-&1

の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
の
は
年
間
１
０
０
例
以
上
の
件
数
を
お
こ
な
う
医
師
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
幸
い
、
県
内
外
か
ら
通
常
の
肥
大
症
の
手
術
で
は
治
療
が
困
難
な
症
例
を
多
数

ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
数
を
ず
っ
と
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
技
術
の
維
持
、
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
良
好
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
こ
れ
ま
で
約
１
０
０

０
例
の)

o-&1
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
厚
生
連
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
当
科
の
技
術
研
鑽
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

࢚༄ɹஐ࢛

ްੜ࿈ߴԬපӃ
ൻثՊྍ෦

超高性能レーザー
ルミナスパルス120H

パ
ル
ス
１
２
０
Ｈ
）で
の
前
立
腺
と

尿
路
結
石
の
治
療
を
開
始
①

超
高
性
能
レ
ー
ザ
ー（
ル
ミ
ナ
ス
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おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

人
気
菓
子
店
店
主
が
基
本
の
カ
ス
タ
ー
ド
を

は
じ
め
、
ク
リ
ー
ム
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
る

お
菓
子
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
プ
ロ
セ
ス
写
真
を

豊
富
に
使
い
、
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く

解
説
。自
分
で
作
る
か
ら
こ
そ
、フ
レ
ッ
シ
ュ

な
味
わ
い
が
楽
し
め
る
。

定価：1,650円（税込）
カスタードの本
菓子工房ルスルスの

は
じ
め
て
多
肉
植
物
を
育
て
る
人
の
た
め

に
、
手
に
入
り
や
す
く
育
て
や
す
い
20
品
種

を「
フ
ロ
ー
ラ
黒
田
園
芸
」
が
厳
選
し
て
紹

介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
基
本
の
育
て
方
を

写
真
と
と
も
に
詳
し
く
解
説
。
自
分
好
み
の

品
種
が
き
っ
と
見
つ
か
る
！

定価：1,650円（税込）

「選ぶ」「育てる」「ふやす」がうまくいく
多肉植物スタートBOOK

いのち・地域を未来につなぐ
これからの協同組合間連携

協
同
組
合
同
士
が
連
携
し
助
け
合
う
こ
と
を

意
味
す
る
「
協
同
組
合
間
協
同
」。
近
年
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に

新
た
な
連
携
も
進
ん
で
い
る
。
多
数
の
連
携

事
例
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
新
し

い
展
開
を
考
察
。
関
係
者
必
読
。

定価：2,090円（税込）

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

作り方 材料（3人分）

サ
ン
マ
の

カ
レ
ー
煮

タ
ラ
の
ポ
ン
唐

生タラ（薄塩を振って1時間ほど
置いておく）
マイタケ
片栗粉
サラダ油
塩
　ポン酢
　大根おろし
　ゆずこしょう
　ミツバ（1cmほどのみじん切り）
　トマト（さいの目切り）

3切れ

1/2パック
適宜
適宜
適宜

大さじ4
大さじ3
小さじ1
1/2把
1個

生サンマ（頭、尾、わたを取り3等分に切り
薄塩を振って1時間ほど置いておく）
薄力粉
トマト（大きめの角切り）
セロリ（筋を取って乱切り）
ミョウガ（千切りにして水にさらす）
ニンニク
タカノツメ
オリーブ油
　水
　カレー粉
　顆粒だし
　料理酒
　みりん
　酢
　しょうゆ
　塩

2本

適宜
2個
1本
2個
1片
1本

大さじ3
200ml
小さじ1
小さじ1
大さじ2
小さじ2
小さじ2
小さじ1

小さじ1/2

（１）生タラの水気をしっかりと拭
き取り、大きめにほぐしたマ
イタケと一緒に片栗粉をまぶ
す。

（2）サラダ油を180度に熱し、
（1）の生タラを表面がカリッ
となるぐらい（5～6分目安）
しっかりと揚げる。続いてマ
イタケも揚げ、揚げ上がっ
たら両方に薄く塩を振る。

作り方

（3）皿にタラとマイタケを盛り
付け、混ぜ合わせたAを上
から掛けて出来上がり。

（１）サンマに薄力粉を
薄くはたき、フラ
イパンにセロリ、
トマト、タカノツ
メ、ニンニクと一
緒に並べ、上からオリーブ油を回し掛ける
（写真1）

（2）（1）を強火にかけ、サンマの両面が焼き
上がったら、Aを入れ強火のままふたをし
て煮る。

（3）（2）の煮汁が少し残るまで煮詰め火を止
め、皿に盛り付け、上にミョウガをのせて出
来上がり。

材料（3人分）

A（
ポ
ン
酢
た
れ
）

A（
合
わ
せ
出
し
汁
）

（写真1）

ӈͷΠϥετʹはࠨͷΠϥετͱҧ͏෦͕̑ϱॴ͋Γ·͢ɻ
ؒҧ͍ͬͯΔ෦ΛӈԼͷͷࣈͰ୳͠·͠ΐ͏ɻ

まちがいさがし
（答は１3Ｐ）
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年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て
、

左
記
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

12月27日
（月）

28日
（火）

29日
（水）

30日
（木）

31日
（金）

１月１日
（土）

２日
（日）

３日
（月）

４日
（火）

５日
（水）

支店・
営業所

通常
営業

通常
営業

通常
営業

通常
営業 休業 休業 休業 休業

貯金業務
のみ
取り扱い

通常
営業

和合　
給油所

通常
営業

通常
営業

通常
営業

通常
営業

臨時
営業 休業 休業 通常

営業
通常
営業

通常
営業

農産物
直売所

臨時
営業

通常
営業

通常
営業

臨時
営業

（午後３時まで）
休業 休業 休業 休業 休業

通常
営業

（初売り）

※
和
合
給
油
所
の
臨
時
営
業
は
午
前

７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

大かぶ（全地域）大かぶ（全地域）泥ねぎ（全地域）泥ねぎ（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）

人参（全地域）人参（全地域）葉牡丹葉牡丹長芋・自然薯長芋・自然薯

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
旬
の
農
産
物
や
切
り
花

な
ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の

方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

員

募
集
中

人参は品種改良が進んで、甘味が増しク
セがなく食べやすいものが多くなりまし
た。お正月に向けて出回る真っ赤な金
時人参や、食卓に彩りを添える生食に
適したカラフルな人参などもお試しを。

越冬野菜の定番。ネギは冬期間よ
く使います。日陰の土中に青葉を
出して斜めに埋めておけば、春ま
で保存できます。

二キロ以上に育つ大きなかぶ。香
りが強く、肉質も緻密であること
から、千枚漬けやかぶら寿しには
最適です。

熟成してアクが抜け、うま味が増す
十一月から年明けにかけて出荷の
ピークを迎えます。ご贈答用として
もオススメです。

花言葉は「記憶に残る想い」。寒さに
も強いことからお正月飾りやお祝い
事の席で使われることも多いようで
す。明るく賑わいを持たせてくれる縁
起のいいイメージがある植物です。

柚子には果肉や果汁だけでなく皮や
種など、実のあらゆる部分に体に良
い様々な栄養が含まれています。食
す以外にも、お風呂に入れたり香り
を楽しんだりと色々活用できます。

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

5日間！！5日間！！
12月2日・9日・16日・23日・30日の12月2日・9日・16日・23日・30日の

555日間！！日間！！日間！！

※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

1212121212月月月月月月月月22222222日・日・日・日・日・日・日・日・9日9日9日9日9日9日9日9日9日9日9日 16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日16日・23日・30日
JA-SS 12月のお得なキャンペーン情報!

特売日!特売日!毎週木曜日は毎週木曜日は特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日
ハイオク・レギュラー・軽油対象ハイオク・レギュラー・軽油対象

１ℓあたり１ℓあたり 和合給油所
TEL 076‒435‒3050

JAなのはな
お問合せ先

一般整備・車検整備・板金塗装・民間車検指定工場

● ご用命は当整備工場へ ●● ご用命は当整備工場へ ●

一般整備・車検整備・板金塗装・民間車検指定工場

●●●●●● ご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へ ●●●●●●
JAなのはな 総合機械センター 自動車課

富山市田尻東2－1　
TEL 076－435－0055
FAX 076－435－0030

車検を受けられた方に

ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）ゆず（全地域）営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

車検を受けられた方に

和合給油所で使える

ご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へご用命は当整備工場へ

和合給油所で使える和合給油所で使えるガソリン軽 油
ガソリンガソリン

■値引き券をプレゼント！５円/L

年
末
年
始
の

営
業
案
内

年
末
年
始
の

営
業
案
内
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答え
３…山の高さが違う

５…舌を出している

７…箸の長さが違う

10…えびフライが少
ない

12…ワッペンの形が
違う

◆付議事項
ɾΞάリϚΠςΟʔࢿ （ۚ米Ձ対策ۚࢿٸۓࡂ）について
ɾޖӋསબ果場のݻఆࢿ産の取ಘにうঈؐܭըについて
ɾग़ۚࢿの減ֹについて

◆報告事項
ɾø÷月高ࢉࢼදについて
ɾø÷月֤࣮ۀࣄについて（ஷ ɾۚି ग़ ɾۚࡁڞɾߪങ）
ɾିग़について
ɾࡁڞコϯϓϥΠΞϯε点ݕ結果について

正 組 合 һ 数
। 組 合 һ 数
ஷ ۚ
༬ ۚ
ି ग़ ۚ
期ࡁڞ保༗高
ߪ ങ 品 ڙ څ 高
ൢ ച 品 ൢ ച 高

5314ਓ
54�0ਓ

1170ԯ�79�ສԁ
941ԯ15�1ສԁ
174ԯ�61�ສԁ

2253ԯ7963ສԁ
30ԯ9159ສԁ
20ԯ 593ສԁ

　果࣮は、ༀ用ɾ৯用にされ、एժは৯用にされます。
ੲはՆからळにݻくなった茎をࠜݩから切り࠾ってס૩
し、ଋͶてᝧとしてར用されました。ಉ࣌期には果࣮も
成熟しており、Ϗχʔϧを͛て天日でס૩し、打ちམ
としてから、෩をૹって࣮とかすをબผします。

役員会報告 11月29日（月）開催

JAなのはな概況 （10月31日現在）

表紙説明《ホウキギ》

JA日誌JA日誌
11．	６	 秋季総合展示会（～7日）
	 13	 秋冬野菜ドライブスルー朝市（～14日）
	 19	 呉羽営業所農機内見会（～20日）
	 29	 役員会
	 	 支店長会議

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月 定ٳ日ʢ࢈物ചॴʣ

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月 定ٳ日ʢ࢈物ചॴʣ

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 定ٳ日ʢ࢈物ചॴʣ

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月 ྟ時Ӧۀʢ࢈物ചॴʣ

28 火

29 水

30 木 ྟ時Ӧۀʢ࢈物ചॴʣ

31 金 ྟ時Ӧۀʢ߹څ༉ॴʣ

ӈͷΠϥετʹはࠨͷΠϥετͱҧ͏෦͕̑ϱॴ͋Γ·͢ɻ
ؒҧ͍ͬͯΔ෦ΛӈԼͷͷࣈͰ୳͠·͠ΐ͏ɻ

まちがいさがし
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